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Ⅱ-1産業構造の変化により、人口減少傾向にある地域　　における社会資本整備の課題を挙げ、具体策を示　　しあなたの意見を述べよ。
１．地域の現状
　我が国の地域における社会資本整備をとりまく状況については次のようになっている。

(1) 地域間格差

・企業立地・雇用機会の地域間格差拡大。

・医療・福祉関連の地域間格差の拡大。

(2) 少子高齢化・人口減少

・我が国の人口は、減少傾向を迎えたといえる。

・地方の過疎化、限界集落の増大。

(3) 東アジア

・東アジアの経済成長により、貿易量の増加。

・東アジアからの観光客の増加。

２．地域における社会資本整備の課題

　上記の現状を踏まえ、今後の社会資本整備を進める上で解決すべき課題については、次のようなものがある。

(1) 地域間格差の拡大

・都市部や雇用機会の多い地域への転出が増加し、地域間格差が拡大するという悪循環。

・これによる地方の少子高齢化が進展。

(2) 地域の経済・文化の衰退。
・労働者不足による地域経済の衰退。

・過疎化による地域コミュニティ維持が困難になり地域文化が衰退。

・税収不足により行政サービスの維持が困難。

(3) 東アジアとの関係による地域経済の衰退

・東アジアとの競争力が持てず、連携・交流もないと資本流出・製品流入が顕著になり地域経済が衰退。

・物流・人流インフラ整備が遅れると、物流おいても競争に負け、地域経済が衰退。

３．地域の活性化を図っていくための社会資本整備のあり方とその具体策

　社会資本整備を進める上で、考慮すべき方向性とその具体策については次のようなものがある。

(1) 地域の経済力確保と自立

①付加価値の高い地域の独自性を活かした産業の育成

・東アジアにキャッチアップされていない技術やその製品、地域独自の農産物・食品、観光資源としての地域の文化・史跡の産官学協働による開発・発掘とその支援。

・産業提携を念頭に置いた地域ブロック・都市と東アジア地域都市との交流によるビジネスチャンス拡大。

(2) 地域経済の担い手確保と行政サービスの維持

①女性、団塊世代の社会参加の促進。

・フレックスタイムの導入、在宅勤務、託児サービスの充実、子育てカウンセラーやたまり場事業。

・定年再雇用、定年延長、NPO 等による社会参加促進。

②里山里地産業による「むら再生」の取組み。

③限界集落の移転

・災害時孤立権念地域を中心とした限界集落の移転・集約の検討と実施。

④NPO ・ボランティア等民間活力の積極活用による官民協働の行政サービス。

・指定管理者制度、福祉サービスへの企業・NPO 等の多様な主体の参加促進。

・高齢者たまり場サロンなどの市民活動を行政サービスの一環として支援、または官民協働での実施。

・ユビキタス支援ユニバーサルデザインの推進。
(3) 東アジアとの競争と連携・交流

①東アジアとの競争と連携・交流による東アジア経済圏の中での経済の活性化
・「まちづくり交付金」などを活用した観光地整備や

　住民参加による「語り部」等「もてなし」整備推進。
②物流・人流インフラ整備による東アジアとの直結
・拠点港湾の整備

　ロジスティック機能強化、港湾サービスの向上等。

・拠点空港の整備

　空港機能の向上、アクセス向上、国内線の充実。

・拠点港湾・空港の地域を結ぶ道路ネットワーク整備。

・国際標準コンテナ車の通行可能な高規格道路の整備。

４．おわりに

　地域に密着した建設部門の技術者として地域の活力向上は身近な問題であり、果たす役割も大きいと考えている。快適で暮らしやすい地域構築のため建設部門の技術者として研鑽に努める所存である。　―以上―


















